
道路の幅員を表示すること。 

既設構造物がある場合は表示すること。 

また撤去又は存置を表示すること。 

予定建築物を破線で記入すること。（戸建住宅は不要） 

擁壁の寸法 （全高、見え高、根入れ）

を表示すること。なお、擁壁の前面地盤

が水路や法面等の場合は、根入れ高の取

り方に注意すること。 

宅地内に法面を計画する場合に道路

や隣接地と法面の間に設ける平場の

幅（50 ㎝以上）を表示すること。 

宅地の排水方向を（→）で

表示すること。 

宅地番号、公共施設（道路、公園など）

の名称、ＦＨを表示すること。 

開発区域（赤線）、関連区域（緑線）、

造成協力地（任意色線）の区域境界線

を表示すること。 

開発区域及び関連区域の隣接地

番を表示すること。（所有者名

は表示しないこと。） 

計画線（太く表示）と

現況線（薄いグレー色

などで表示）を重ねる

こと。 盛土（赤）、切土（黄）を着色すること。

（関連区域及び造成協力地含む） 

特記事項を表示すること。 

 

各図面共通事項 

・縮尺を表示すること。 

・区域界を明確に（実線で太く）表示すること。（開発区域（赤線）、関連

区域（緑線）、造成協力地（任意色線）） 

・図面名、図番、作成日、作成者等を記入すること。 

・琵琶湖付近の場合は、宅地の高さをＴＰ＋８５．８７１ｍ 

（ＴＰ＋８４．３７１＋１．５ｍ）以上で計画すること。 

・できるだけＴＰ表示で作図すること。 

道路の中心高さを表示すること。 

法面勾配を表示すること。 

開発区域内外の原地盤の高さを表示する

こと。（ＦＨとＧＨを対比できること。） 

表土剥ぎ取り又は改良の範囲及び厚さを

表示すること。 


